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（訂正）「平成 19 年３月期  中間決算短信(連結)」の一部訂正について 

 

 

当社は、平成 23 年５月 20 日付「過年度有価証券報告書等の一部訂正等に関するお知らせ」に

おいて、過年度決算訂正につきまして、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいたしました。 

このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので、平成 18 年 11 月 15 日付「平成 19

年３月期  中間決算短信(連結)」の一部訂正について添付のとおりお知らせいたします。 

 

 なお、訂正前と訂正後をそれぞれ記載し、訂正箇所には下線＿＿を付して表示しております。 

 

 

以上 
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1. 18年９月中間期の連結業績（平成18年４月１日～平成18年９月30日） 
 (1) 連結経営成績                                                  （百万円未満切捨） 

(訂正前) 

   

 

 
(訂正後)  

   

 

   

平成19年３月期 中間決算短信（連結）

売上高 営業利益 経常利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 18年９月中間期 953 ─ 65 ─ 61 ─

 17年９月中間期 ─ ─ ─ ─ ─ ─

  18年３月期 ― ― ― ― ― ―

中間（当期）純利益 １株当たり中間(当期)純利益
潜在株式調整後 

１株当たり中間(当期)純利益
百万円 ％ 円 銭 円 銭

 18年９月中間期 34 ─ 2,981 69 2,867 83

 17年９月中間期 ─ ─ ─ ─ ─ ─

  18年３月期 ― ― ― ― ― ―

(注) ① 持分法投資損益 18年９月中間期 ―百万円 17年９月中間
期

―百万円 18年３月期 ―百万円

② 期中平均株式数(連結) 18年９月中間期 11,556株 17年９月中間
期

―株 18年３月期 ―株

③ 会計処理の方法の変更 無

④ 売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

⑤ 当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、当中間連結会計期間の数値のみを記載

しております。

売上高 営業利益 経常利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 18年９月中間期 913 ─ 23 ─ 19 ─

 17年９月中間期 ─ ─ ─ ─ ─ ─

  18年３月期 ― ― ― ― ― ―

中間（当期）純利益 １株当たり中間(当期)純利益
潜在株式調整後 

１株当たり中間(当期)純利益
百万円 ％ 円 銭 円 銭

 18年９月中間期 △7 ─ △652 81 ― ―

 17年９月中間期 ─ ─ ─ ─ ─ ─

  18年３月期 ― ― ― ― ― ―

(注) ① 持分法投資損益 18年９月中間期 ―百万円 17年９月中間
期

―百万円 18年３月期 ―百万円

② 期中平均株式数(連結) 18年９月中間期 11,556株 17年９月中間
期

―株 18年３月期 ―株

③ 会計処理の方法の変更 無

④ 売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

⑤ 当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、当中間連結会計期間の数値のみを記載

しております。
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 (2) 連結財政状態                         （百万円未満切捨） 

(訂正前) 

 

   

  

(訂正後)  

 

   
  
  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

 18年９月中間期 1,347 1,060 78．7 91,598 65

 17年９月中間期 ─ ─ ─ ─ ─

  18年３月期 ― ― ― ― ―

(注) 期末発行済株式数(連結) 18年９月中間期 11,582株17年９月中間期 ―株 18年３月期 ―株

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

 18年９月中間期 1,305 1,018 78．0 87,972 33

 17年９月中間期 ─ ─ ─ ─ ─

  18年３月期 ― ― ― ― ―

(注) 期末発行済株式数(連結) 18年９月中間期 11,582株17年９月中間期 ―株 18年３月期 ―株
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(訂正前) 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善や設備投資の増加など企業収益の向上を

受け、個人消費も伸張するなど景気回復が堅調に推移いたしました。 

 広告業界については日本経済の景気回復を背景に売上高、出稿量ともに順調な回復が見られました。

2005年度の総広告費は５兆9,625億円、うちＳＰ広告費は１兆9,819億円、広告主企業の積極的な販促活

動に伴い増加しております。（株式会社電通調べ） 

 特にインターネット広告市場は既存メディア（テレビ、新聞、雑誌、ラジオ等）に代わる効果的なメ

ディアとして定着した感があります。企業の持つ広告予算に占めるインターネット広告の割合はさらな

る増加傾向にあります。ＳＮＳをはじめとする新手法も多くのユーザーに受け入れられ、今後は新規企

業の参入、技術導入が予想されます。 

 モバイルインターネット業界では番号ポータビリティの開始など通信キャリアの競争も激化し、コン

テンツおよびモバイルコマースにおいて新たな需要が見込めると考えられます。 

 こうした環境のもと、当社グループは、引き続き『顧客企業の事業収益の拡大を支援するセールスプ

ロデュース事業』を積極的に推進してまいりました。 

 既存クライアントとの良好な長期的関係を築くことで、サービスの充実に努め、ＷＥＢを中心とした

広告販促の企画提案を充実させ、前年度より売上高が向上いたしました。 

 売上高増加の主な要因としましては、主力商品であるＷＥＢ広告の需要が既存クライアントを中心に

引き続き好調だったことがあげられます。利益面については営業利益率は低下したものの、今年子会社

化したモバイル部門が堅調に推移し、利益に貢献いたしました。 

 以上の結果、当中間期の売上高は953,401千円、経常利益は61,536千円、中間純利益は34,456千円と

なりました。  

(注)当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しておりますので、対前年中間期比は記載してお

りません。  

  

3. 経営成績及び財政状態

(1) 経営成績
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(訂正後) 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善や設備投資の増加など企業収益の向上を

受け、個人消費も伸張するなど景気回復が堅調に推移いたしました。 

 広告業界については日本経済の景気回復を背景に売上高、出稿量ともに順調な回復が見られました。

2005年度の総広告費は５兆9,625億円、うちＳＰ広告費は１兆9,819億円、広告主企業の積極的な販促活

動に伴い増加しております。（株式会社電通調べ） 

 特にインターネット広告市場は既存メディア（テレビ、新聞、雑誌、ラジオ等）に代わる効果的なメ

ディアとして定着した感があります。企業の持つ広告予算に占めるインターネット広告の割合はさらな

る増加傾向にあります。ＳＮＳをはじめとする新手法も多くのユーザーに受け入れられ、今後は新規企

業の参入、技術導入が予想されます。 

 モバイルインターネット業界では番号ポータビリティの開始など通信キャリアの競争も激化し、コン

テンツおよびモバイルコマースにおいて新たな需要が見込めると考えられます。 

 こうした環境のもと、当社グループは、引き続き『顧客企業の事業収益の拡大を支援するセールスプ

ロデュース事業』を積極的に推進してまいりました。 

 既存クライアントとの良好な長期的関係を築くことで、サービスの充実に努め、ＷＥＢを中心とした

広告販促の企画提案を充実させ、前年度より売上高が向上いたしました。 

 売上高増加の主な要因としましては、主力商品であるＷＥＢ広告の需要が既存クライアントを中心に

引き続き好調だったことがあげられます。利益面については営業利益率は低下したものの、今年子会社

化したモバイル部門が堅調に推移し、利益に貢献いたしました。 

 以上の結果、当中間期の売上高は913,401千円、経常利益は19,536千円、中間純損失は7,543千円とな

りました。  

(注)当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しておりますので、対前年中間期比は記載してお

りません。  
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(訂正前) 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動により資

金を113,213千円使用し、投資活動においても17,811千円使用し、財務活動においては資金を103,150千

円獲得した結果、当中間連結会計期間末には529,772千円となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益61,536千円となりましたが、仕入債務

の減少額242,430千円等により113,213千円の使用となりました。  

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による支出15,000千円等により17,811千円

の使用となりました。  

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入100,000千円等により103,150千円の獲得

となりました。  

  

(注)当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しておりますので、対前中間期比は記載してお

りません。 

  

   なお、中間連結キャッシュ・フロー指標の推移については、以下のとおりであります。 

 
  自己資本比率：自己資本／総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー  

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い  

※営業キャッシュ・フローは、(中間)連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロ  

 ー」を使用しております。有利子負債は、(中間)連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っ

 ている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、(中間)連結キャッシュ・フロー計算書 

 の「利息の支払額」を使用しております。 

※当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しておりますので、平成17年３月期及び平成18年３月期の 

 数値は記載しておりません。 

※平成18年９月中間期のインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナ 

 スのため記載しておりません。 

※平成18年９月中間期の債務償還年数については、営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載しており  

 ません。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況

平成17年３月期 平成18年３月期
 平成19年３月期

中間

自己資本比率（％） ─ ― 78.7

時価ベースの自己資本比率（％） ─ ― 266.4

債務償還年数（年） ─ ─ ─

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） ─ ─ ─
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(訂正後) 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動により資

金を113,213千円使用し、投資活動においても17,811千円使用し、財務活動においては資金を103,150千

円獲得した結果、当中間連結会計期間末には529,772千円となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益19,536千円となりましたが、仕入債務

の減少額242,430千円等により113,213千円の使用となりました。  

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による支出15,000千円等により17,811千円

の使用となりました。  

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入100,000千円等により103,150千円の獲得

となりました。  

  

(注)当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しておりますので、対前中間期比は記載してお

りません。 

  

   なお、中間連結キャッシュ・フロー指標の推移については、以下のとおりであります。 

 
  自己資本比率：自己資本／総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー  

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い  

※営業キャッシュ・フローは、(中間)連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロ  

 ー」を使用しております。有利子負債は、(中間)連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っ

 ている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、(中間)連結キャッシュ・フロー計算書 

 の「利息の支払額」を使用しております。 

※当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しておりますので、平成17年３月期及び平成18年３月期の 

 数値は記載しておりません。 

※平成18年９月中間期のインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナ 

 スのため記載しておりません。 

※平成18年９月中間期の債務償還年数については、営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載しており  

 ません。 

  

  

  

平成17年３月期 平成18年３月期
 平成19年３月期

中間

自己資本比率（％） ─ ― 78.0

時価ベースの自己資本比率（％） ─ ― 275.0

債務償還年数（年） ─ ─ ─

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） ─ ─ ─
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(訂正前) 

   
（注）当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間及び前連結会計 

年度については記載しておりません。  

  

4. 中間連結財務諸表等

中間連結財務諸表

① 中間連結貸借対照表

当中間連結会計期間末 
(平成18年９月30日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比 
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 529,772

 ２ 受取手形及び売掛金 384,836

 ３ たな卸資産 151,200

 ４ 前渡金 107,721

 ５ その他 22,647

   貸倒引当金 △7,880

   流動資産合計 1,188,297 88.2

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産
※１

24,516 1.8

 ２ 無形固定資産
23,027 1.7

 ３ 投資その他の資産

  (1)投資有価証券 50,100

  (2)その他 61,961

    貸倒引当金 △275

   投資その他の資産合計 111,786 8.3

   固定資産合計 159,330 11.8

   資産合計 1,347,627 100.0

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 支払手形及び買掛金 110,299

 ２ 短期借入金 100,000

 ３ その他 ※２ 76,432

   流動負債合計 286,732 21.3

   負債合計 286,732 21.3

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 324,200

 ２ 資本剰余金 433,350

 ３ 利益剰余金 303,345

   株主資本合計 1,060,895 78.7

   純資産合計 1,060,895 78.7

   負債純資産合計 1,347,627 100.0
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(訂正後) 

   
（注）当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間及び前連結会計 

年度については記載しておりません。  

  

当中間連結会計期間末 
(平成18年９月30日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比 
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 529,772

 ２ 受取手形及び売掛金 342,836

 ３ たな卸資産 151,200

 ４ 前渡金 107,721

 ５ その他 22,647

   貸倒引当金 △7,880

   流動資産合計 1,146,297 87.8

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産
※１

24,516 1.9

 ２ 無形固定資産
23,027 1.8

 ３ 投資その他の資産

  (1)投資有価証券 50,100

  (2)その他 61,961

    貸倒引当金 △275

   投資その他の資産合計 111,786 8.5

   固定資産合計 159,330 12.2

   資産合計 1,305,627 100.0

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 支払手形及び買掛金 110,299

 ２ 短期借入金 100,000

 ３ その他 ※２ 76,432

   流動負債合計 286,732 22.0

   負債合計 286,732 22.0

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 324,200

 ２ 資本剰余金 433,350

 ３ 利益剰余金 261,345

   株主資本合計 1,018,895 78.0

   純資産合計 1,018,895 78.0

   負債純資産合計 1,305,627 100.0
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(訂正前) 

 

（注）当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間及び前連結会計  

年度については記載しておりません。  

  

② 中間連結損益計算書

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比 
(％)

Ⅰ 売上高 953,401 100.0

Ⅱ 売上原価 708,117 74.3

   売上総利益 245,283 25.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１ 180,088 18.9

   営業利益 65,195 6.8

Ⅳ 営業外収益 0.1

 １ 受取利息 524

 ２ 雑収入 80 605

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 580

 ２ 創立費 3,127

 ３ 雑損失 517

 ４ その他 39 4,264 0.4

   経常利益 61,536 6.5

   税金等調整前中間純利益 61,536 6.5

   法人税、住民税及び事業税 24,685

   法人税等調整額 2,394 27,080 2.9

   中間純利益 34,456 3.6
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(訂正後) 

 

（注）当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間及び前連結会計  

年度については記載しておりません。  

  

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比 
(％)

Ⅰ 売上高 913,401 100.0

Ⅱ 売上原価 708,117 77.5

   売上総利益 205,283 22.5

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１ 182,088 20.0

   営業利益 23,195 2.5

Ⅳ 営業外収益 0.0

 １ 受取利息 524

 ２ 雑収入 80 605

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 580

 ２ 創立費 3,127

 ３ 雑損失 517

 ４ その他 39 4,264 0.4

   経常利益 19,536 2.1

   税金等調整前中間純利益 19,536 2.1

   法人税、住民税及び事業税 24,685

   法人税等調整額 2,394 27,080 2.9

   中間純損失（△） △7,543 △0.8
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（訂正前） 

当中間連結会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

 
  

  

（訂正後） 

当中間連結会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

③ 中間連結株主資本等変動計算書

株主資本
純資産計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 268,889 1,023,289 1,023,289

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 3,150 3,150

 中間純利益 34,456 34,456 34,456

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 34,456 37,606 37,606

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 303,345 1,060,895 1,060,895

株主資本
純資産計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 268,889 1,023,289 1,023,289

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 3,150 3,150

 中間純損失 △7,543 △7,543 △7,543

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 △7,543 △4,393 △4,393

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 261,345 1,018,895 1,018,895
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（訂正前） 

 
 （注）当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間及び前連結会計 

 年度については記載しておりません。 

④ 中間連結キャッシュ・フロー計算書

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

区分
注記 
番号

金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前中間純利益 61,536

  減価償却費 4,351

  貸倒引当金の増加額 5,227

  受取利息及び受取配当金 △524

  支払利息 580

  売上債権の減少額 122,751

  たな卸資産の減少額 4,271

  その他の流動資産の増加額 △44,837

  仕入債務の減少額 △242,430

  未払消費税等の増加額 8,477

  その他の流動負債の減少額 △3,073

  その他 △1,017

    小計 △46,246

  利息及び配当金の受取額 524

  利息の支払額 △580

  法人税等の支払額 △66,911

   営業活動によるキャッシュ・フロー △113,213

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  有形固定資産の取得による支出 △5,506

  無形固定資産の取得による支出 △15,000

  出資金の取得による支出 △10

  短期貸付金の回収による収入 1,000

  敷金保証金の支払による支出 △6,000

  敷金保証金の返還による収入 7,704

   投資活動によるキャッシュ・フロー △17,811

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  短期借入れによる収入 100,000

  株式の発行による収入 3,150

   財務活動によるキャッシュ・フロー 103,150

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 ─

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △27,875

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 557,648

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 529,772
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（訂正後） 

 
 （注）当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間及び前連結会計 

 年度については記載しておりません。 

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

区分
注記 
番号

金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前中間純利益 19,536

  減価償却費 4,351

  貸倒引当金の増加額 5,227

  受取利息及び受取配当金 △524

  支払利息 580

  売上債権の減少額 164,751

  たな卸資産の減少額 42,713

  その他の流動資産の増加額 △44,837

  仕入債務の減少額 △242,430

  未払消費税等の増加額 8,477

  その他の流動負債の減少額 △3,073

  その他 △1,017

    小計 △46,246

  利息及び配当金の受取額 524

  利息の支払額 △580

  法人税等の支払額 △66,911

   営業活動によるキャッシュ・フロー △113,213

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  有形固定資産の取得による支出 △5,506

  無形固定資産の取得による支出 △15,000

  出資金の取得による支出 △10

  短期貸付金の回収による収入 1,000

  敷金保証金の支払による支出 △6,000

  敷金保証金の返還による収入 7,704

   投資活動によるキャッシュ・フロー △17,811

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  短期借入れによる収入 100,000

  株式の発行による収入 3,150

   財務活動によるキャッシュ・フロー 103,150

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 ─

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △27,875

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 557,648

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 529,772
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（訂正前） 

  

 
(注) １株当たり中間純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益の算定上の基礎は以下 

のとおりであります。 

 

  

（１株当たり情報）

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

１株当たり純資産額 91,598円65銭

１株当たり中間純利益 2,981円69銭

潜在株式調整後１株当たり中間純利益 2,867円83銭

項目
当中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

１株当たり中間純利益

 中間純利益(千円)
34,456

 普通株主に帰属しない金額(千円)
―

 普通株式に係る中間純利益(千円)
34,456

 普通株式の期中平均株式数(株)
11,556

潜在株式調整後１株当たり中間純利益

 中間純利益調整額(千円)
―

 普通株式増加数（株）
459

 （うち新株予約権（株））
（459）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式の概
要

─
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（訂正後） 

 
(注) １株当たり中間純損失及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益の算定上の基礎は以下 

のとおりであります。 

 
  

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

１株当たり純資産額 87,972円33銭

１株当たり中間純損失 652円81銭

潜在株式調整後１株当たり中間純利益

潜在株式調整後1株当
たり中間純利益につ
いては、1株当たり中
間純損失が計上され
ているため記載を省
略しております。

項目
当中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

１株当たり中間純損失

 中間純損失(千円)
7,543

 普通株主に帰属しない金額(千円)
―

 普通株式に係る中間純損失(千円)
7,543

 普通株式の期中平均株式数(株)
11,556

潜在株式調整後１株当たり中間純利益

 中間純利益調整額(千円)
―

 普通株式増加数（株）
459

 （うち新株予約権（株））
（459）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式の概
要

─
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（訂正前） 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
   ２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

   ３  当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため前中間連結会計期間との比較は行っ 

   ておりません。 

  

（訂正後） 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
   ２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

   ３  当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため前中間連結会計期間との比較は行っ 

   ておりません。 

5. 生産、受注及び販売の状況

(3) 販売実績

事業の種類

当中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日)

金額（千円） 前年同期比（％）

セールスプロデュース業 953,401 ─

合計 953,401 ─

相手先
当中間連結会計期間

販売高（千円） 割合（％）

 ㈱ビューティアド 209,422 22.0

 エム・ティー・ヴィー・ジャパン㈱ 197,526 20.7

 ㈱エクシング 181,869 19.1

事業の種類

当中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日)

金額（千円） 前年同期比（％）

セールスプロデュース業 913,401 ─

合計 913,401 ─

相手先
当中間連結会計期間

販売高（千円） 割合（％）

 ㈱ビューティアド 209,422 22.9

 エム・ティー・ヴィー・ジャパン㈱ 197,526 21.6

 ㈱エクシング 181,869 19.9
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1. 18年９月中間期の業績（平成18年４月１日～平成18年９月30日） 
(1) 経営成績                              （百万円未満切捨） 

（訂正前） 

   

 

   

  

（訂正後） 

   

 

 
  

(2) 財政状態                              （百万円未満切捨） 

（訂正前） 

 

   

（訂正後） 

 

   
  

平成19年３月期 個別中間財務諸表の概要

売上高 営業利益 経常利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年９月中間期 881 (36.1) 14 (△65.7) 21 (△11.2)

17年９月中間期 647 (15.0) 42 (△33.5) 23 (△62.4)

18年３月期 1,788 196 180

中間（当期）純利益 １株当たり中間(当期)純利益
潜在株式調整後 

１株当たり中間(当期)純利益
百万円 ％ 円 銭 円 銭

18年９月中間期 11 (△6.7) 1,014 31 975 57

17年９月中間期 12 (△65.6) 1,172 68 1,116 53

  18年３月期 105 9,500 50 9,073 57

(注) ① 期中平均株式数 18年９月中間期 11,556株 17年９月中間期 10,710株 18年３月期 11,124株
② 会計処理の方法の変更 無
③ 売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

売上高 営業利益 経常利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年９月中間期 841 (29.9) △27 (―) △20 (―)

17年９月中間期 647 (15.0) 42 (△33.5) 23 (△62.4)

18年３月期 1,788 196 180

中間（当期）純利益 １株当たり中間(当期)純利益
潜在株式調整後 

１株当たり中間(当期)純利益
百万円 ％ 円 銭 円 銭

18年９月中間期 △30 (―) △2,620 19 ― ―

17年９月中間期 12 (△65.6) 1,172 68 1,116 53

  18年３月期 105 9,500 50 9,073 57

(注) ① 期中平均株式数 18年９月中間期 11,556株 17年９月中間期 10,710株 18年３月期 11,124株
② 会計処理の方法の変更 無
③ 売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

18年９月中間期 1,274 1,038 81.5 89,635 69

17年９月中間期 1,062 930 87.5 80,603 53

18年３月期 1,489 1,023 68.7 88,673 25

(注) ① 期末発行済株式数 18年９月中間期 11,582株 17年９月中間期 11,540株 18年３月期 11,540株
② 期末自己株式数 18年９月中間期 ─株 17年９月中間期 ─株 18年３月期 ─株

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

18年９月中間期 1,232 996 80.8 86,009 37

17年９月中間期 1,062 930 87.5 80,603 53

18年３月期 1,489 1,023 68.7 88,673 25

(注) ① 期末発行済株式数 18年９月中間期 11,582株 17年９月中間期 11,540株 18年３月期 11,540株
② 期末自己株式数 18年９月中間期 ─株 17年９月中間期 ─株 18年３月期 ─株
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 （訂正前） 

6. 中間財務諸表等

中間財務諸表

① 中間貸借対照表

前中間会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間会計期間末

(平成18年９月30日)

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成18年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 793,973 216,159 557,648

 ２ 受取手形 6,925 15,750 ―

 ３ 売掛金 155,828 328,975 507,587

 ４ たな卸資産 37,743 150,643 193,913

 ５ 前払費用 4,815 5,304 3,806

 ６ 繰延税金資産 5,589 5,650 10,960

 ７ 立替金 ― 70,992 65,000 

 ８ その他 954 6,500 5,085

   貸倒引当金 △2,005 △8,207 △2,669

   流動資産合計 1,003,824 94.5 791,768 62.1 1,341,332 90.1

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産 ※1 23,630 17,934 21,358

 ２ 無形固定資産 524 8,748 9,794

 ３ 投資その他の資産

  (1) 関係会社株式 ─ 350,000 ─

  (2) その他 34,561 106,305 117,048

   貸倒引当金 ― △275 △259

  投資その他の資産合計 34,561 456,030 116,788

   固定資産合計 58,716 5.5 482,713 37.9 147,942 9.9

   資産合計 1,062,540 100.0 1,274,481 100.0 1,489,274 100.0

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 買掛金 84,925 93,312 352,730

 ２ 短期借入金 ─ 100,000 ─

 ３ 未払法人税等 10,602 5,591 70,958

 ４ 賞与引当金 8,074 ─ ―

 ５ その他 ※2 28,773 37,417 42,296

   流動負債合計 132,376 12.5 236,320 18.5 465,985 31.3

   負債合計 132,376 12.5 236,320 18.5 465,985 31.3

－19－



    

 
  

前中間会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間会計期間末

(平成18年９月30日)

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成18年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資本の部)

Ⅰ 資本金 322,625 30.3 ― ― 322,625 21.7

Ⅱ 資本剰余金

 １ 資本準備金 431,775 ― 431,775

   資本剰余金合計 431,775 40.6 ― ― 431,775 29.0

Ⅲ 利益剰余金

 １ 中間(当期)未処分 
   利益

175,764 ― 268,889

   利益剰余金合計 175,764 16.6 ― ― 268,889 18.0

   資本合計 930,164 87.5 ― ― 1,023,289 68.7

   負債資本合計 1,062,540 100.0 ― ― 1,489,274 100.0

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 ― ― 324,200 25.5 ― ―

 ２ 資本剰余金

  (1) 資本準備金 ― 433,350 ―

   資本剰余金合計 ― ― 433,350 34.0 ― ―

 ３ 利益剰余金

  (1) その他利益剰余金

    繰越利益剰余金 ― 280,610 ―

   利益剰余金合計 ― ― 280,610 22.0 ― ―

   株主資本合計 ― ― 1,038,160 81.5 ― ―

   純資産合計 ― ― 1,038,160 81.5 ― ―

   負債純資産合計 ― ― 1,274,481 100.0 ― ―
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（訂正後） 

 
  

前中間会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間会計期間末

(平成18年９月30日)

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成18年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 793,973 216,159 557,648

 ２ 受取手形 6,925 15,750 ―

 ３ 売掛金 155,828 286,975 507,587

 ４ たな卸資産 37,743 150,643 193,913

 ５ 前払費用 4,815 5,304 3,806

 ６ 繰延税金資産 5,589 5,650 10,960

 ７ 立替金 ― 70,992 65,000 

 ８ その他 954 6,500 5,085

   貸倒引当金 △2,005 △8,207 △2,669

   流動資産合計 1,003,824 94.5 749,768 60.8 1,341,332 90.1

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産 ※1 23,630 17,934 21,358

 ２ 無形固定資産 524 8,748 9,794

 ３ 投資その他の資産

  (1) 関係会社株式 ─ 350,000 ─

  (2) その他 34,561 106,305 117,048

   貸倒引当金 ― △275 △259

  投資その他の資産合計 34,561 456,030 116,788

   固定資産合計 58,716 5.5 482,713 39.2 147,942 9.9

   資産合計 1,062,540 100.0 1,232,481 100.0 1,489,274 100.0

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 買掛金 84,925 93,312 352,730

 ２ 短期借入金 ─ 100,000 ─

 ３ 未払法人税等 10,602 5,591 70,958

 ４ 賞与引当金 8,074 ─ ―

 ５ その他 ※2 28,773 37,417 42,296

   流動負債合計 132,376 12.5 236,320 19.2 465,985 31.3

   負債合計 132,376 12.5 236,320 19.2 465,985 31.3
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前中間会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間会計期間末

(平成18年９月30日)

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成18年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資本の部)

Ⅰ 資本金 322,625 30.3 ― ― 322,625 21.7

Ⅱ 資本剰余金

 １ 資本準備金 431,775 ― 431,775

   資本剰余金合計 431,775 40.6 ― ― 431,775 29.0

Ⅲ 利益剰余金

 １ 中間(当期)未処分 
   利益

175,764 ― 268,889

   利益剰余金合計 175,764 16.6 ― ― 268,889 18.0

   資本合計 930,164 87.5 ― ― 1,023,289 68.7

   負債資本合計 1,062,540 100.0 ― ― 1,489,274 100.0

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 ― ― 324,200 26.3 ― ―

 ２ 資本剰余金

  (1) 資本準備金 ― 433,350 ―

   資本剰余金合計 ― ― 433,350 35.1 ― ―

 ３ 利益剰余金

  (1) その他利益剰余金

    繰越利益剰余金 ― 238,610 ―

   利益剰余金合計 ― ― 238,610 19.4 ― ―

   株主資本合計 ― ― 996,160 80.8 ― ―

   純資産合計 ― ― 996,160 80.8 ― ―

   負債純資産合計 ― ― 1,232,481 100.0 ― ―
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（訂正前） 

 
  

② 中間損益計算書

前中間会計期間

(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 647,808 100.0 881,660 100.0 1,788,928 100.0

Ⅱ 売上原価 446,574 68.9 711,275 80.7 1,286,315 71.9

   売上総利益 201,234 31.1 170.384 19.3 502,612 28.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 158,558 24.5 155,735 17.7 306,110 17.1

   営業利益 42,675 6.6 14,649 1.6 196,501 11.0

Ⅳ 営業外収益 ※1 28 0.0 7,756 0.9 2,946 0.2

Ⅴ 営業外費用 ※2 18,746 2.9 1,137 0.1 18,885 1.1

   経常利益 23,958 3.7 21,268 2.4 180,563 10.1

   税引前中間(当期) 
   純利益

23,958 3.7 21,268 2.4 180,563 10.1

   法人税、住民税 
   及び事業税

9,269 4,337 78,198

   法人税等調整額 2,128 11,398 1.8 5,209 9,547 1.1 △3,320 74,878 4.2

   中間(当期)純利益 12,560 1.9 11,721 1.3 105,684 5.9

   前期繰越利益 163,204 ― 163,204

   中間(当期)未処分 
   利益

175,764 ― 268,889
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（訂正後） 

前中間会計期間

(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 647,808 100.0 841,660 100.0 1,788,928 100.0

Ⅱ 売上原価 446,574 68.9 711,275 84.5 1,286,315 71.9

   売上総利益 201,234 31.1 130,384 15.5 502,612 28.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 158,558 24.5 157,735 18.7 306,110 17.1

   営業利益又は損失
（△は損失）

42,675 6.6 △27,350 △3.2 196,501 11.0

Ⅳ 営業外収益 ※1 28 0.0 7,756 0.9 2,946 0.2

Ⅴ 営業外費用 ※2 18,746 2.9 1,137 0.1 18,885 1.1

   経常利益又は損失
（△は損失）

23,958 3.7 △20,731 △2.5 180,563 10.1

   税引前中間(当期) 
   純利益又は損失（△

は損失）
23,958 3.7 △20,731 △2.5 180,563 10.1

   法人税、住民税 
   及び事業税

9,269 4,337 78,198

   法人税等調整額 2,128 11,398 1.8 5,209 9,547 1.1 △3,320 74,878 4.2

   中間(当期)純利益又
は損失（△は損失）

12,560 1.9 △30,278 △3.6 105,684 5.9

   前期繰越利益 163,204 ― 163,204

   中間(当期)未処分 
   利益

175,764 ― 268,889
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（訂正前） 

当中間会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

 
  

 
  

③ 中間株主資本等変動計算書

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 431,775

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 1,575

 中間純利益

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 1,575

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 433,350

株主資本

純資産合計利益剰余金

株主資本合計繰越利益剰余

金
利益剰余金合計

平成18年３月31日残高(千円) 268,889 268,889 1,023,289 1,023,289

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 3,150 3,150

 中間純利益 11,721 11,721 11,721 11,721

中間会計期間中の変動額合計(千
円)

11,721 11,721 14,871 14,871

平成18年９月30日残高(千円) 280,610 280,610 1,038,160 1,038,160
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（訂正後） 

当中間会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

 
  

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 431,775

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 1,575

 中間純損失（△）

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 1,575

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 433,350

株主資本

純資産合計利益剰余金

株主資本合計繰越利益剰余

金
利益剰余金合計

平成18年３月31日残高(千円) 268,889 268,889 1,023,289 1,023,289

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 3,150 3,150

 中間純損失（△） △30,278 △30,278 △30,278 △30,278

中間会計期間中の変動額合計(千
円)

△30,278 △30,278 △27,128 △27,128

平成18年９月30日残高(千円) 238,610 238,610 996,160 996,160
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(訂正前） 

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

 (固定資産の減損に係る会計基準) 
当中間会計期間より、「固定資産の 
減損に係る会計基準」(「固定資産 
の減損に係る会計基準の設定に関す 
る意見書」(企業会計審議会 平成 
14年８月９日))及び「固定資産の減 
損に係る会計基準の適用指針」(企 
業会計基準委員会 平成15年10月31 
日 企業会計基準適用指針第６号) 
を適用しております。これによる損 
益に与える影響はありません。

―――

(固定資産の減損に係る会計基準)
当事業年度より、「固定資産の減損 
に係る会計基準」(「固定資産の減 
損に係る会計基準の設定に関する意 
見書」(企業会計審議会 平成14年８ 
月９日))及び「固定資産の減損に係 
る会計基準の適用指針」(企業会計 
基準委員会 平成15年10月31日 企業 
会計基準適用指針第６号)を適用し 
ております。これによる損益に与え 
る影響はありません。

―――

(貸借対照表の純資産の部の表示に
関する会計基準) 
当中間会計期間より「貸借対照表の 
純資産の部の表示に関する会計基 
準」（企業会計基準委員会 平成17 
年12月９日 企業会計基準第５号） 
及び「貸借対照表の純資産の部の表 
示に関する会計基準等の適用指針」 
（企業会計基準委員会 平成17年12 
月９日 企業会計基準適用指針第８ 
号）を適用しております。これによ 
る損益に与える影響はありません。 
なお、従来の「資本の部」の合計に 
相当する金額は、1,038,160千円で 
あります。 
中間財務諸表等規則の改正により、 
当中間会計期間における中間財務諸 
表は、改正後の中間財務諸表等規則 
により作成しております。

―――

―――

(ストック・オプション等に関する
会計基準) 
当中間会計期間より「ストック・オ 
プション等に関する会計基準」（企 
業会計基準委員会 平成17年12月27 
日 企業会計基準第８号）及び「ス 
トック・オプション等に関する会計 
基準の適用指針」（企業会計基準委 
員会 平成18年5月31日 企業会計 
基準適用指針第11号）を適用してお 
ります。これによる損益に与える影 
響はありません。 

―――

―――

 (役員賞与に関する会計基準)
当中間会計期間より「役員賞与に関 
する会計基準」（企業会計基準第４ 
号 平成17年11月29日）を適用して 
おります。これによる損益に与える 
影響はありません。

―――
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（訂正後） 

前中間会計期間
(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

 (固定資産の減損に係る会計基準) 
当中間会計期間より、「固定資産の 
減損に係る会計基準」(「固定資産 
の減損に係る会計基準の設定に関す 
る意見書」(企業会計審議会 平成 
14年８月９日))及び「固定資産の減 
損に係る会計基準の適用指針」(企 
業会計基準委員会 平成15年10月31 
日 企業会計基準適用指針第６号) 
を適用しております。これによる損 
益に与える影響はありません。

―――

(固定資産の減損に係る会計基準)
当事業年度より、「固定資産の減損 
に係る会計基準」(「固定資産の減 
損に係る会計基準の設定に関する意 
見書」(企業会計審議会 平成14年８ 
月９日))及び「固定資産の減損に係 
る会計基準の適用指針」(企業会計 
基準委員会 平成15年10月31日 企業 
会計基準適用指針第６号)を適用し 
ております。これによる損益に与え 
る影響はありません。

―――

(貸借対照表の純資産の部の表示に
関する会計基準) 
当中間会計期間より「貸借対照表の 
純資産の部の表示に関する会計基 
準」（企業会計基準委員会 平成17 
年12月９日 企業会計基準第５号） 
及び「貸借対照表の純資産の部の表 
示に関する会計基準等の適用指針」 
（企業会計基準委員会 平成17年12 
月９日 企業会計基準適用指針第８ 
号）を適用しております。これによ 
る損益に与える影響はありません。 
なお、従来の「資本の部」の合計に 
相当する金額は、996,160千円で 
あります。 
中間財務諸表等規則の改正により、 
当中間会計期間における中間財務諸 
表は、改正後の中間財務諸表等規則 
により作成しております。

―――

―――

(ストック・オプション等に関する
会計基準) 
当中間会計期間より「ストック・オ 
プション等に関する会計基準」（企 
業会計基準委員会 平成17年12月27 
日 企業会計基準第８号）及び「ス 
トック・オプション等に関する会計 
基準の適用指針」（企業会計基準委 
員会 平成18年5月31日 企業会計 
基準適用指針第11号）を適用してお 
ります。これによる損益に与える影 
響はありません。 

―――

―――

 (役員賞与に関する会計基準)
当中間会計期間より「役員賞与に関 
する会計基準」（企業会計基準第４ 
号 平成17年11月29日）を適用して 
おります。これによる損益に与える 
影響はありません。

―――
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（訂正前） 

 
  

（注） １株当たり中間(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益の算定上の基礎は以下のとお 

       りであります。 

 
  

（１株当たり情報）

項目
前中間会計期間

(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

１株当たり純資産額 80,603円53銭 89,635円69銭 88,673円25銭

１株当たり中間(当期)
純利益

1,172円68銭 1,014円31銭 9,500円50銭

潜在株式調整後１株当

たり中間(当期)純利益

1,116円53銭 975円57銭        9,073円57銭

項目
前中間会計期間

(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

１株当たり中間(当期) 
純利益

 中間(当期)純利益 
 (千円)

12,560 11,721 105,684

 普通株主に帰属しな 
 い金額(千円)

― ─ ―

 普通株式に係る中間 
 (当期)純利益(千円)

12,560 11,721 105,684

 普通株式の期中平均 
 株式数(株)

10,710 11,556 11,124

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益

 中間(当期)純利益 
 調整額(千円)

― ─ ―

 普通株式増加数(株) 539 459 523

(うち新株予約権(株)) (539) (459) (523)

希薄化効果を有しない

ため、潜在株式調整後

１株当たり中間(当期)

純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

―

        
                   

―

       
―
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（訂正後） 

 
  

（注） １株当たり中間(当期)純利益又は損失及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益の算定上の基礎は以下

のとお 

       りであります。 

項目
前中間会計期間

(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

１株当たり純資産額 80,603円53銭 86,009円37銭 88,673円25銭

１株当たり中間(当期)
純利益又は損失（△）

1,172円68銭 △2,620円19銭 9,500円50銭

潜在株式調整後１株当

たり中間(当期)純利益

1,116円53銭 潜在株式調整後1株当たり
中間純利益については、1
株当たり中間純損失を計上
しているため記載を省略し
ております。

       9,073円57銭

項目
前中間会計期間

(自 平成17年４月１日
至 平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

前事業年度
(自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日)

１株当たり中間(当期) 
純利益又は損失

 中間(当期)純利益又 
は損失(千円)

12,560 △30,278 105,684

 普通株主に帰属しな 
 い金額(千円)

― ─ ―

 普通株式に係る中間 
 (当期)純利益又は損 
失(千円)

12,560 △30,278 105,684

 普通株式の期中平均 
 株式数(株)

10,710 11,556 11,124

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益

 中間(当期)純利益 
 調整額(千円)

― ─ ―

 普通株式増加数(株) 539 459 523

(うち新株予約権(株)) (539) (459) (523)

希薄化効果を有しない

ため、潜在株式調整後

１株当たり中間(当期)

純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

―

        
                   

―

       
―
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